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ヨハネの黙示録 4 章 1 節～6 節 a その後、わたしが見ていると、見よ、開かれた門が 

天にあった。そして、ラッパが響くようにわたしに語りかけるのが聞こえた、あの最初の

声が言った。「ここへ上って来い。この後必ず起こることをあなたに示そう。」わたしは、

たちまち“霊”に満たされた。すると、見よ、天に玉座が設けられていて、その玉座の上

に座っている方がおられた。その方は、碧玉や赤めのうのようであり、玉座の周りにはエ

メラルドのような虹が輝いていた。また、玉座の周りに二十四の座があって、それらの座

の上には白い衣を着て、頭に金の冠をかぶった二十四人の長老が座っていた。玉座からは、

稲妻、さまざまな音、雷が起こった。また、玉座の前には、七つのともし火が燃えていた。

これは神の七つの霊である。また、玉座の前は、水晶に似たガラスの海のようであった。 

 

著者ヨハネは、キリストから命じられた 7 つの教会への手紙を書き、送り終えた。4 章 

からは、力と栄光に満ちた天上と反キリストの諸力がうごめく地上との戦い、そして、天

の輝かしい勝利、更に、キリスト再臨の渇望と応答の約束が書かれている。4 章からが、

ヨハネ黙示録の本論であろう。背後に血を流す迫害があるためか、黙示文学的表現で書か

れていて、華やかで目を奪われるほどの力強さで、演劇の回り舞台を観るようである。迫

害に苦しむキリスト者たちは、この記述に慰めと励ましを得ていたのである。 

 ヨハネが見ていると、天に向かって開かれた門があった。彼は、ラッパが響くように、

「ここへ上って来い。この後必ず起こることをあなたに示そう」と、最初に語りかけた声

と同じ、キリストの声を聞いた。彼はキリストの声を聞いた時、たちまち“霊”に満たさ

れた。そしてキリストから、これから起こることを告げられた。すると、天の玉座が見え

た。「天に玉座が設けられていて、その玉座の上に座っている方がおられた。その方は、

碧玉や赤めのうのようであり、玉座の周りにはエメラルドのような虹が輝いていた。」天

の玉座に座っておられる神は緑色や赤色の宝石のように輝いていると描いているだけで、

顔や体に関する細かい描写はない。神を形で現わす偶像化を避けているからであろう。玉

座の周りにはエメラルドのような虹が輝いていた。「また、玉座の周りに二十四の座があ

って、それらの座の上には白い衣を着て、頭に金の冠をかぶった二十四人の長老が座って

いた。」玉座を囲むように 24 の座があり、白い衣を着、金の冠をかぶった 24 人の長老た

ちが座っていた。彼らは天上界で天使に取り巻かれているのだから、天使に勝る天的存在

と見なされている。信仰に生き、迫害に耐え、殉教し、勝利の冠をいただいた長老たちで

あろう。24 は、イスラエル 12 部族、主イエスの 12 弟子の 2 倍で、完全数を表している。

「玉座からは、稲妻、さまざまな音、雷が起こった。また、玉座の前には、七つのともし

火が燃えていた。これは神の七つの霊である。また、玉座の前は、水晶に似たガラスの海

のようであった。」玉座からは稲妻が走り、雷鳴が轟いていた。燃える七つのともし火、

七つの霊という神顕現が描写され、天上の超越性が「ガラスの海」という表現で活写され

ている。きらびやかな天上の光景である。  

 聖書の記者たちが描く天上の世界は、宝石のように美しく光り輝き、神賛美の声が響き、

諸々の音も轟いていた。目にも耳にも壮麗な、堂々たる雰囲気である。日本の仏教徒たち

が描く「極楽浄土」は、暖かい光が差し込み、蓮の花が咲き、静寂、安楽な世界である。

宗教観が全く違うと言わざるを得ない。 


